
教科 保健体育 科目 保健 単位数 １ 実施クラス  ２年１･２･３･４組 

単元名 生涯を通じる健康・社会生活と健康 

 

１．授業（単元）で扱う目標・内容について 

①本授業の目標（能力向上をねらいとする）Step を   、特にねらいとするものを   で示しています。 

Step 発想 課題･仮説設定 調査･実験計画 データ取得･処理 研究遂行,考察 表現･発表 

6 

複数の考えを組合せ

ながら、自分の発想

を再考し、新しい価

値を生み出すことが

できる。 

実験・調査結果から

新しい課題を見つ

け、仮説を設定する

ことができる。 

課題や期間に合わせ

た、適切な実験・調

査計画を立案するこ

とができる。 

与えられたデータを統

計的に分析し、分析結

果を言語化できる。 

必要に応じて外部と

協力しながら研究が

できる。 

グローバルに発信・

発表ができる。 

５ 

他者とアイディアを

討論し、より良いも

のにしていくことが

できる。 

仮説が適当なもので

あるかを判断するこ

とができる。 

先行研究を参考に、

新たな見解や視点を

見いだすことができ

る。 

課題を検証するため

の、データの取得・分

析方法を検討すること

ができる。 

課題を解決するため

に、仮説⇒検証を繰

り返すことができ

る。 

論理的に矛盾のない

文章が書ける。論文

の執筆ができる。 

４ 

知見・知識を統合し

て、アイディアを見

いだすことができ

る。 

疑問に対して仮説を

設定することができ

る。 

課題に対する先行研

究の調査を行うこと

ができる。 

与えられたデータの代

表値、分散、相関係数

等を調べられる。 

得られた結果と仮説

が対応するかしない

かを正しく判断でき

る。 

スライド・ポスター

等を使って発表する

ことができる。 

３ 

身の回りの現象につ

いて自分の興味のあ

ることを調べること

ができる。 

調べた結果に、新た

な疑問を持つ。 

仮説を検証するため

の手段・機材を検討

することができる。 

実験・調査を再現でき

るように研究記録を正

確に取ることができ

る。 

実験・調査の条件を

再検討し、調整する

事ができる。 

 

スライド、ポスター

等の発表資料を作成

することができる。 

２ 

身の回りの様々な現

象を比較して、違い

を見つけることがで

きる。 

書籍やインターネッ

トを用いて疑問につ

いて調べることがで

きる。 

基本的な実験・調査

技術を習得してい

る。器具、操作の原

理を理解している。 

主張したい事柄に応じ

て適切なグラフを選択

できる。 

 

実験・調査の結果か

ら何がわかったのか

を理解することがで

きる。 

自分の意見や考え

を、レポート等にま

とめることができ

る。 

１ 

日常の様々な出来事

に興味を持ち、対象

をよく観察すること

ができる。 

様々な現象に疑問を

持つことができる。 

実験・調査の手順を

理解している。実験

の結果を正しく読み

取ることができる。 

グラフの読み取りがで

きる。数値とグラフの

種類が与えられれば、

書くことができる。 

計画に基づき、手順

通りに実験・調査を

行うことができる。 

自分の意見を持ち、

失敗を恐れずに表現

できる。 

②本授業（単元）で習得すべき内容 

生涯を通じる健康・社会生活と健康の範囲から、自分が興味のある分野について疑問点から問題や課題を探す。

発表したい内容についてディスカッションを行い、他者の意見を聞くことによって、多角的に問題点を見るこ

とができ、より深い学び（テーマ決定）に繋げる。 

 

 

 

２．１の目標・内容を達成できたかを判断する「規準」と「方法」 

規準：活動に対する意欲・態度、思考・判断・表現 

方法：プリント（テーマやテーマ設定の理由を記述） 

 

３．具体的な授業におけるチャレンジ（教材・発問・学習活動・めあて・ふりかえりなど） 

幅広い情報を活用（インターネットを使用） 

生徒同士でディスカッションを行うことによって、単に新しい情報を知り発表するだけでなく、より深く多角

的に問題を発見し解決する方法を探る。 

 

 

 



４．授業の展開 

時間 学習内容と活動 指導上の留意点・評価 

準備 
5分 
 

本字の説明 
プリント配布 
WIFI環境の確認 
 
 
 

 
 
 

・授業の流れを理解させる。 
・問題発見能力を高めることを理解させる。 

導入 
５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 開
30分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標の理解 
課題説明 
 
 
 
 
 
 
 
課題取り組み 
 
 
 
 
ディスカッション 
 
 
 
 
 
 
 
発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分が選んだ分野から興
味のある課題に着目し、
健康についての問題を発
見しテーマを決定する。 
 
 
 
 
 
インターネット使用し課
題に取り組む。 
 
 
 
3～５人で行う。 

 
 
 
 
 
 
 
グループごとに参考にな
った考え方や意見を発表
する。 
 
 
 
他者の意見を参考にして
新たな問題や課題を発見
し、伝えたい内容を整理
する。 
 
 
 
 

・新しい知識のみを調べ進めるのではなく、問題を
発見し自分の考えを他者に伝え、様々な意見を聞く
ことによって、自分の伝えたいことを確認し深め
る。問題点や課題を多角的に捉え深めることが大切
であることを理解する。 
 
 
 
 
積極的に課題や問題点を発見することができるか。
正しく情報を活用できているか。（意欲・態度） 
 
 
 
自分の考えをまとめて他者に伝えられているか。（表
現） 
他者の考え（疑問点や問題点など伝えたいこと）を
理解し、それに対する矛盾点や疑問点など、新たな
視点から意見を述べることができているか。（思考・
判断） 
 
 
単に健康に関する新しい情報の伝達になっていない
か、何を伝えたいのかを考える・深める時間とする
ことができたか。（思考・判断） 
 
 
 
課題や問題点を見つけ、他者の意見を通じて更に深
めることができたか。自分の伝えたいことを明確に
することができたか、また、本時の活動を通じてテ
ーマ設定を行うことができたか。（思考・判断） 
 
 
 

まとめ 
10分 

 プリント記入・まとめ 他者の意見を聞くことによって新たな発見があった
かまとめる。 
各自本字の取り組みを振り返る。（思考・判断） 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．授業プリント等 

保健５分間スピーチテーマ 

 

       講座    年  組  番 氏名 

  

① 自分が取り組みたいと考えている教科書の項目に○を付け、疑問や問題点を記入。 

② 疑問点などから、どのような発表を行いたいか、ディスカッションを行う。 

③ 他者からのアドバイスを活かしながら、単に新しい知識や技術の発表にならないよう、 

疑問点や問題点から課題解決に向けたテーマを設定する。 

２０６ 加齢と健康              ３０４ 環境衛生活動のしくみと働き   

  ０７ 高齢者のための社会的取り組み   ０５ 食品衛生活動のしくみと働き 

  １０ 医薬品と健康           ０６ 食品と環境の保健と私たち 

１１ さまざまな保健活動や対策     ０７ 働くことと健康 

３０１ 大気汚染と健康          ０８ 労働災害と健康 

０２ 水質汚濁・土壌汚染と健康         ０９ 健康的な職業生活 

０３ 健康被害の防止と環境対策 

 

  

 

 

教科書テーマ 『          』 

個人のテーマ 【            】 

①疑問に思うこと・課題や問題点  

 

 

 

②ディスカッションから他者の意見や新たに気がついたこと（自分のテーマに対して） 

 

 

 

他者へのアドバイス 

 

 

 

③個人発表で伝えたいこと・テーマ設定の理由 

 

 

 



 


